
教育研究データ 

１．氏名 深田 博己 

２．生年月 1948年 12月 

３．取得学位 文学博士 

４．教育業績 

教育上の能力に関する事項 年月 概要 

（１）教育内容・方法の工夫 

 

2012年 4月 

 

 

2012年 4月 

 

 

①毎回の授業の後に感想・質問カードを

提出してもらい、次回の授業の冒頭で質

問に対する解答を提示している。 

②各章（単元）ごとに復習課題のプリン

トを配布し、授業内容の重要箇所を復習

できるようにしている。 

（２）教育方法・教育実践に関す

る発表，講演等 

2013年 8月 ①対人コミュニケーション研究会にお

いて、「心理学研究法の構造的理解」と

題する発表を行った。 

５．研究業績 

（１） 著書 

 

単著 

共著 

の別 

発行の 

年月 
発行所 

①心理学研究の新世紀 全 4 巻（第 1 巻

認知・学習心理学、第 2巻 社会心理学、

第 3 巻 教育・発達心理学、第 4 巻 臨床

心理学） 

監修 

編著 

2010年

2～3月 

 

ミネルヴァ書房 

②親切の心理学（広島文教大学心理学研究

叢書第 1巻） 
単著 

2019 年

5月 

広島文教大学心理学会 

（２）学術論文 

 

単著 

共著 

の別 

発行の 

年月 

掲載紙および巻/号，頁 

 

①先行逆説得に対する恐怖アピールの論

駁効果 
共著 

2009年

3月 

『説得交渉学研究』第 1巻，

1-18（優秀論文賞） 

②在日中国系留学生の心身の健康に及ぼ

すストレッサ―とサポートの影響 
共著 

2011年

12月 

『留学生教育』第 16号，1-12

（優秀論文賞） 

③自己－他者配慮的目標が間接的要求の

使用に及ぼす影響 
共著 

2012年

2月 

『心理学研究』第 82巻，532-

539（優秀論文賞） 

④夫婦関係に及ぼす欺瞞動機と欺瞞方略

の影響 共著 
2015年

3月 

『対人コミュニケーション

研究』第 3号，1-18（優秀論

文賞） 



⑤わが国における承諾抵抗方略に関する

研究の展望 
単著 

2016年

3月 

『対人コミュニケーション

研究』第 4号，57-80 

（３） 研究・作品発表 

 
発表の年月 発表学会等 

①海外勤務者の母国とホスト国に対する

態度―行動的態度および態度類型の変化

― 

2013年 9月 

日本心理学会第 77回大会 

②海外勤務者の母国とホスト国に対する

態度―行動的態度の規定因― 
2013年 11月 

日本社会心理学会第 54 回大

会 

（４）所属学会 

①日本心理学会 

②日本社会心理学会（名誉会員） 

③日本グループ・ダイナミックス学会 

④日本健康心理学会 

⑤中国四国心理学会（名誉会員） 

 


